
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 2 科目 3 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

「情報リテラシー」と「統計学」合わせて３単位を修得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報リテラシー

統計学

授業科目

様式１

授業科目

情報リテラシー

統計学

授業科目

健康科学大学

健康科学大学数理・データサイエンス・AI教育
 – Society5.0を生き抜く人材養成教育プログラム

授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報リテラシー

統計学

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

情報リテラシー

統計学
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

情報リテラシー

統計学

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

授業に含まれている内容・要素 講義内容

社会で起きている変化（ビッグデータ、IoT、AI、ロボット）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（1回目）
社会で起きている変化　「統計学」　（1回目）

データ・AI利活用の最新動向（新しいビジネスモデル、強化学習、転移学習）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（6回目）
データの取り扱い、社会でのデータ活用およびその事例と技術　「統計学」　（1回目）

社会で活用されているデータ（人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（2回目）
社会でのデータ活用およびその事例と技術　「統計学」　（1回目）

データ・AIの活用領域（生産、消費、マーケティング）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（3回目）
社会でのデータ活用およびその事例と技術　「統計学」　（1回目）

データ・AI活用のための技術（パターン発見、最適化、シミュレーション）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（4回目）
社会でのデータ活用およびその事例と技術　「統計学」　（1回目）
データサイエンスとプログラミングの基礎　「統計学」　（３回目）

データ・AI利活用の現場（課題の抽出、解決に向けた提案などの活用事例）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（5回目）
社会でのデータ活用およびその事例と技術　「統計学」　（1回目）
統計学の応用（機械学習・AI）　「統計学」　（15回目）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

情報を収集する能力、情報の信頼性を検証する能力、情報を読み解く能力を身に付け、AIを活用することの意義を理解する。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

データ・AI活用における留意事項（個人情報の保護、利用時のモラル、倫理、脅威）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（7回目）
オープンデータの取得と整理　「統計学」　（2回目）

データの解析方法（データの比較）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（8回目）
平均と分散、母集団と標本についてその意味と解釈方法　「統計学」　（４回目）
記述統計、カイ2乗検定　「統計学」　（７回目）
課題演習1（統計グラフ）　「統計学」　（6回目）
課題演習2（記述統計、カイ2乗検定、t検定）　「統計学」　（10回目）
課題演習3（比較検定、相関係数の計算、回帰直線の作成）　「統計学」　（14回目）

データの解析方法（データの図表表現）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（8回目）
課題演習1（統計グラフ）　「統計学」　（6回目）
課題演習2（記述統計、カイ2乗検定、t検定）　「統計学」　（10回目）
課題演習3（比較検定、相関係数の計算、回帰直線の作成）　「統計学」　（14回目）

データの解析方法（データの比較）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（8回目）
オープンデータの取得と整理　「統計学」　（2回目）
平均と分散、母集団と標本　「統計学」　（４回目）
信頼区間、基準値と偏差値　「統計学」　（５回目）
統計グラフ　「統計学」　（６回目）
記述統計、カイ2乗検定　「統計学」　（7回目）
対応なしのt検定　「統計学」　（8回目）
対応ありのt検定　「統計学」　（9回目）
分散分析、多重比較検定　「統計」学　（11回目）
相関、回帰直線　「統計学」　（12回目）

データ・AI活用における留意事項（個人情報の保護、利用時のモラル、倫理、脅威）　「情報リテラシー（健康科学部）」　（7回目）
オープンデータの取得と整理　「統計学」　（2回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 403 人 女性 391 人 （ 合計 794 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

健康科学部 562 180 810 93 81 93 11%

看護学部 232 80 320 60 59 60 19%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 794 260 1,130 153 140 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 153 14%

令和4年度 令和3年度

健康科学大学

令和2年度

プログラムの履修者数等の実績について

令和5

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和5年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和元年度 平成30年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 64 人 （非常勤） 32 人

② プログラムの授業を教えている教員数 1 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

健康科学大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

教学マネジメント会議

分科会は本学の数理・データサイエンス・AI教育の推進するために必要な事項の方針の策定、
検証、評価、各部署との調整等について審議することを目的とする。

数理・データサイエンス・AI教育促進分科会長　副学長　山本泰宏
健康科学部長　   教授　髙村浩司
看護学部長　　　　教授　望月宗一郎
統計学担当 　　　 教授　升　佑二郎

教学マネジメント会議数理・データサイエンス・AI教育推進分科会

山本　泰宏 副学長

樫本　温 学長

(常勤）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 60%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 1,130

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

100%

本学は健康科学部リハビリテーション学科、人間コミュニケーション学科、看護学部看護学科の
2学部3学科かから構成される。プログラムの運用は全学組織である教学マネジメント会議数
理・データサイエンス・Ai教育推進分科会で行うことにより全学的視点での運用を保証する。
令和5年度は全学部学科で必修科目となっている、「情報リテラシー」（1単位）で知識を習得し、
リハビリテーション学科と看護学科で必修科目の「統計学」（2単位）でその実際を演習として体
験する。また人間コミュニケーション学科の学生は「統計学」を選択科目として設定し、さらに、
「情報リテラシー」でカバーしきれない範囲を「経済と経営」（2単位）で、数理・データサイエンス・
AIの知識と技術が自分たちの生活とどのように関わっているか具体例を挙げて易しく、わかり
やすい内容で補充する。このように学部・学科に関係なくすべての在学生がプログラムに参加
することが可能となる取り組みを行っている。

以下の3つの方法で学生に周知を行う。①ホームページのトップ画面に本プログラム専用ペー
ジへのリンクを掲載し、新入生が入学前から本プログラムに関する情報を得ることができる環
境を整える。②入学直後のオリエンテーションで全新入生に対して、プログラムへの参加に関
わらずこれからの社会を生き抜くには数理・データサイエンス・AIに関する基礎的知識が必要で
あることを説明する。③履修指導において、特に人間コミュニケーション学科の学生に対して本
プログラムに参加することのメリットを強調し「統計学」または「経済と経営」を積極的に選択する
ように促す。

14%

80%

30%

令和5年度から対象となる科目を、全学科で必須科目である「情報リテラシー」と、リハビリテー
ション学科と看護学科で必修科目である「統計学」を中心として構成する。文系で「統計学」が選
択科目である人間コミュニケーション学科の学生は、文系科目である「経済と経営」を活用し
て、数理・データサイエンス・AIをわかりやすく理解し、学生にとって受講しやすい環境を提供す
ることによって履修者数および履修率向上を図る。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

マイクロソフトTeamsを活用した取り組みを行う。すなわち、令和5年度からは主要科目である
「情報リテラシー」と「統計学」を、オンライン授業で行っている。これにより、講義内容をアーカイ
ブ化して受講生がいつでも繰り返し閲覧できるようにすることと、チャットでの24時間質問受付
け（回答は日中）体制を構築することができる。

また、両学部でキャンパスが異なるが、事前にチャットで教員とアポをとることによりそれぞれの
キャンパスで対面指導も受けることができる体制を構築した。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

各授業の最後に15分程度の質疑応答時間を設ける。
また、マイクロソフトTeams上でチャットあるいはビデオ通話による質問を受け付ける。さらに、富
士山キャンパスと桂川キャンパスそれぞれに担当者を配置し、対面での質問、指導を受け付け
る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 健康科学大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 樫本　温 （役職名） 学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

授業評価の９（この授業の学習内容のレベルは適切だった），12（この授業は自分が期待していた授業内容だった），13
（この授業は自分の将来に役立つと思った）などを中心とした受講学生による評価と、各構成科目の成績分布をIRが解
析することにより学習成果を可視化して自己点検・評価を行う。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

各科目の授業評価により、各科目ごとの自己点検を行う。これとは別にプログラム修了者に対してプログラム全体に対
するアンケート調査を行なう。この結果をIRが解析することにより、学生による評価を可視化し、プログラム全体の自己
点検を行う。

教学マネジメント会議

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業評価の９（この授業の学習内容のレベルは適切だった）を中心とする受講学生による授業評価と、各構成科目の
学科別成績分布をIRが解析することにより学習成果を可視化して自己点検・評価を行う。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

プログラム全体に対する受講学生に対するアンケート結果をIRで解析し、後輩等の学生への推奨度を把握する。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

情報リテラシーは全学部で必須科目であり、統計学は3学科中人間コミュニケーション学科を除く2学科で必須科目と
なっている。入学時オリエンテーションや履修指導において数理・データサイエンス・AI教育の必要性を説明し、履修率
の向上を図る予定である。毎年履修率を評価し、さらに、このプログラムを履修しなかった学生に対するアンケート調査
を行ない、履修率向上に必要な対策を検証していく。

8



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

授業評価の９（この授業の学習内容のレベルは適切だった）などを中心とした受講学生による評価と、各構成科目の成
績分布をIRが解析することにより学習成果を可視化して自己点検・評価を行う。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

2023年度からのプログラムであるので、外部からの評価はこの学年が卒業する2027年度にならないと受けることはで
きない。プログラムの有効性を確認するために、2026年度までの卒業生と2027年度卒業生の比較を行うアンケート調
査を準備中である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

2027年度以後は、本学の卒業生の就職先に対してアンケート調査を行う計画である。
また、現在調整中であるが、本学学生が臨床実習を行う施設に依頼して本プログラムの有効性を確認することも計画
している。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

高度な理論には触れず、社会や自身の身近な問題を具体例として、その中で数理・データサイエンス・AIがどのように
活用されているのか、また、どのように活用できるのかを考え、それが自分たちの生活や人生にどれだけ役に立つの
かを実感することを基本方針とした授業を行う。その結果は授業評価アンケート7（この授業は学生に興味が湧くように
工夫されていた）、9（この授業の学習内容のレベルは適切だった）、12（この授業は自分が期待していた授業だった）、
13（この授業は自分の将来に役立つと思った）などの点数をIRで解析し、授業内容の自己点検・自己評価をおこない、
次年度への授業改善の資料とする。
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健康科学大学健康科学部　履修系統図（カリキュラムツリー）：リハビリテーション学科理学療法学コース
【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】 【　リハビリテーション学科ディプロマポリシー　表記記号】 【矢印の種別】

表記記号 種別 関連性

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 HSU① 実線 大きく関連するもの

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 HSU② 点線 一部関連するもの

③　QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全人的な視点から支援することができる。 HSU③

④　関連職種と協働しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 HSU④

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 HSU⑤

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。 HSU⑥

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

基礎数学演習

物理基礎

化学基礎

情報リテラシー 統計学

生活健康学

スポーツの理論と実際

人権と法 経済と経営

教育原理 宗教学

現代医療史

現代社会と倫理

心理学 比較行動学

人間学 生命学

山梨の自然と文化･産業 富士山と環境

点字の理論と実際

手話の理論と実際

異文化比較論

ボランティア活動の実際 地域連携の理論と実際

世界と対話

健康科学論 リハビリテーション特別講義Ⅰ

リハビリテーション特別講義Ⅱ

人間関係論 コミュニケーション論

発達心理学

世界の福祉 共生学

英語Ⅰ-1 英語Ⅰ-2 英語Ⅱ-1 英語Ⅱ-2

英語　コミュニケーション 英語　リーディング・ライティング

英語　会話

基礎韓国語 はじめての韓国語会話

基礎中国語 はじめての中国語会話

解剖学Ⅰ

解剖学実習 解剖学Ⅱ 解剖学演習

生理学 生理学演習 生理学実習

運動学Ⅰ 運動学Ⅱ 運動学実習 バイオメカニクス

人間発達学 薬学

病理学 公衆衛生学 微生物学・免疫学

栄養学

臨床医学総論

整形外科学

神経内科学

小児科学 リハビリテーション医学

内科学

精神医学

現代社会と福祉Ⅰ 社会保障論Ⅰ 就労支援サービス

社会理論と社会システム 障害者福祉 介護福祉

高齢者福祉

精神保健学Ⅰ 精神保健学Ⅱ

障害者心理学 神経心理学

社会心理学

臨床心理学 児童青年心理学

臨床人間学スタディーズ ジェンダースタディーズ

コミュニケーションスタディーズ 臨床社会学スタディーズ チーム医療演習

理学療法概論 理学療法研究法 卒業研究

理学療法演習Ⅰ-1 理学療法演習Ⅰ-2 運動解剖学 臨床運動学

理学療法管理学

理学療法評価学実習

理学療法演習Ⅱ-2

理学療法評価学 クリニカルリーズニング

理学療法演習Ⅱ-1 運動器系理学療法評価学演習

神経系理学療法評価学演習

内部障害系理学療法評価学演習

運動療法学 スポーツリハビリテーション学

理学療法治療学 物理療法学 スポーツ医学

日常生活活動学 日常生活活動学実習 理学療法演習Ⅲ

義肢装具学 義肢装具学実習 理学療法特論

運動器系理学療法学実習

神経系理学療法学実習

内部障害系理学療法学実習

小児理学療法学

マニュアルセラピー

高次機能障害治療学

地域生活支援学

地域理学療法学 予防理学療法学

見学実習 検査・測定実習 評価実習 総合臨床実習

地域理学療法学実習

RH③

RH④

RH⑤

RH⑥

【

地

域

理

学

療

法

】

1年次 2年次

④　チーム医療に必要となる、他職種の専門性についての知識やコミュニケーション能力を身につけている。

⑤　社会の変化や医療技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

⑥　専門分野に限らず様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。

③　一人ひとりの多様性を理解するとともに、日常生活の課題を解決するため、専門家として全人的な立場から

ポリシー

4年次

理学療法演習Ⅳ

【

理

学

療

法

の

基

礎

】

【

総

合

基

礎

科

目

領

域

】

【

共

通

基

礎

科

目

群

】

【

人

間

基

礎

科

目

群

】

【

外

国

語

科

目

群

】

【

専

門

基

礎

科

目

群

】

【

基

礎

医

学

系

】

【

臨

床

医

学

系

】

3年次

【

理

学

療

法

の

評

価

】

【

理

学

療

法

の

治

療

】

【

福

祉

学

系

】

【

臨

床

人

間

学

系

】

【

理

学

療

法

の

管

理

】

【

専

門

科

目

領

域

】

【

専

門

科

目

群

】

【

臨

床

実

習

】

表記記号

RH①

RH②

ポリシー

①　リハビリテーション対象者とその家族に対し、それぞれの尊厳を高められるような倫理観・態度を身につけている。 

②　理学療法学と作業療法学を基本としたリハビリテーション科学についての専門的な知識・技術とそれを生かすための幅広い教養を身につけている。

HSU

①

③

④

⑥

RH

①②

③

④

⑤

⑥

HSU

①

②

④

⑤

⑥

RH

①

②

④⑤

⑥
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健康科学大学健康科学部　履修系統図（カリキュラムツリー）

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 

③　QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全人的な視点から支援することができる。

④　関連職種と協働しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

【基礎医学系】

【福祉学系】

【理学療法の基礎】

【理学療法の評価】

【地域理学療法】

　地域包括ケアシステムについて理解を深め、理学療法士の役割や在り方、また地域の特徴を考慮し

た理学療法の評価や治療プログラムの立案ができる能力を養う。

　医療施設や地域などにおいて、ある程度の助言・指導のもとに基本的な理学療法を遂行できる能力を身につける。また

理学療法士の全般的な業務を経験し理解を深める。

【理学療法の治療】

　様々な病態・病期の対象者に対して、理学療法における検査・測定を正確に実施できる知識と技能

を修得する。また得られた結果を統合して解釈し、そこから導き出される対象者の問題点を適切に抽

出できる能力を養う。

　様々な病態・病期の対象者の問題点に対して、理学療法の治療プログラムを立案し、治療の効果判定ができる能力を養

う。またより良い治療を提供するために、自ら疑問や問題を提起し、それらを解決する力を身につける。

【臨床実習】

【臨床医学系】

　基礎医学系では、医学の基礎を修得するための授業科目が設置されています。解剖学、生理学、運

動学、病理学など、理学療法・作業療法を学ぶ上での基盤となる医学知識を身につけるために、演習

や実習も取り入れ段階的学べるように科目を構成しています。同時に、福祉や心理の領域を学ぶ学生

が人体の構造と機能についてより深く学ぶことができるようになっています。

　臨床医学系では、理学療法・作業療法を修得する上での基本的素養となる病態・診断・治療についての科目が設置され

ています。また福祉・心理の領域を学ぶ学生に対しては福祉と医療または心理と医療の密接な関係を理解できるように、

臨床医学全般について広く学べるような授業科目を設置しています。作業療法や福祉・心理的支援を行う際には精神疾患

に関する知識も必要となるため、精神医学や精神疾患に係る科目も設置しています。

　人間や社会に関する科学的理解を深め、生命の尊厳と人権の尊重に根

ざした高い倫理観を養成し、社会人・職業人としての基礎力・自己研さ

んする力、他者と共働するためのコミュニケーション能力を培います。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・ HSU④・HSU⑤・ HSU

⑥・RH①・RH②・RH④・RH⑤・RH⑥≫

【共通基礎科目群】

　医療・福祉・心理の専門科目習得の基礎となる「人間についての基礎的理解」とその応用を可能にする「科学的思考力」「情報リテラシー」を修得するととも

に、近代社会が開示した基礎的学問（医療史、心理学、社会学、倫理学など）を学び、今日の医療・福祉の基礎となる「人間学」について学修します。

【人間基礎科目群】

　今日の「健康と福祉」の理念および人間関係の基礎を学習するとともに、多文化共生社会における医療・福祉・心理の人材としての認識と教養を養い、異文化

間コミュニケーションの能力を身につける本学独自の科目を用意しています。

【外国語科目群】

　医療・福祉・心理の人材として、グローバル化社会に対応できる語学力と実践的コミュニケーション能力を身につけます。

表記記号

RH①

RH②

　理学療法の成り立ち、役割、展開などを学ぶ。また理学療法の検査・測定や治療の基盤となる骨・

筋肉の名称や触診の知識や技能などを修得する。理学療法の基礎をもとに、既存の知識や技能に加

え、広い視野と未知への探求心の必要性も理解する。

　臨床現場で個々における理学療法の評価や治療のスキルの向上だけではなく、組織のあり方や組織体制などの管理方法

についても学び、チームとしてより高度な医療の提供を目指す視点や実行力を養う

【臨床人間学系】

　福祉学系では、社会福祉学を中心とし、現代社会の課題を理解する授業科目で構成されています。

具体的には少子高齢化が進む社会に対応するための社会保障の課題、高齢者や障害者などの生活弱者

の理解、さらにはメンタルヘルス問題に関する授業科目を設置しています。それにより、今日的課題

である地域共生社会の実現における医療専門職の位置づけや役割に関する幅広い知識を身につけるこ

とができます。

　医療・福祉領域における専門家は、高い専門的知識や技術力と同時に、人間を理解するための新たな知見（心理学、社

会学、生命学やジェンダー論など）を得ることが必須です。本学は臨床現場において自ら思考し自立した専門家を育てる

ために、臨床人間学系の科目を充実させています。

【専門科目群】

②　理学療法学と作業療法学を基本としたリハビリテーション科学についての専門的な知識・技術力とそれを生かすための幅広い教養を身につけている。

ポリシー

①　リハビリテーション対象者並びにその家族に対し、それぞれの尊厳を高められるような関わりができる。

③　日常生活の大切さと、一人ひとりの多様性を理解し、専門家として全人的に支援することができる。

④　チーム医療に必要となる、他職種の専門性についての知識やコミュニケーション能力を身につけている。

　医療・福祉・心理に関わる専門職者・職業人が必要とする高度な知識や技術・技能、さらに人間学に基づく臨床の知を身につけられる講義や実習を用意しています。また、それぞれの学科においては、国家試験受験資格取得に

関わる指定科目等が無理なく履修できるように、科目の学年配当や必修科目・選択科目の配置を工夫しています。

【理学療法の管理】

【専門科目領域】

≪関連ディプロマポリシーHSU①・HSU③・ HSU④・HSU⑥、RH①・RH②・RH③・RH④・RH⑤・RH⑥≫

【専門基礎科目群】

　医療・保健・福祉・心理のみならず、その関連領域と連携できる高い教養と専門関連知識を身につけます。また、差別や偏見にとらわれない専門職者・職業人としての見識を養います。

RH⑤

【総合基礎科目領域】

RH③

RH④

RH⑥

⑤　社会の変化や医療技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

⑥　専門分野に限らず様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。

【リハビリテーション学科ディプロマポリシー　表記記号】

HSU②

HSU③

HSU④

HSU⑤

HSU⑥

【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】

ポリシー 表記記号

HSU①

　科目区分説明：リハビリテーション学科理学療法学コース
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健康科学大学健康科学部　履修系統図（カリキュラムツリー）：リハビリテーション学科作業療法学コース
【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】 【リハビリテーション学科ディプロマポリシー　表記記号】 【矢印の種別】

表記記号 種別 関連性

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 HSU① 実線 大きく関連するもの

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 HSU② 点線 一部関連するもの

③　QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全人的な視点から支援することができる。 HSU③

④　関連職種と協働しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 HSU④

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 HSU⑤

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。 HSU⑥

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

基礎数学演習

物理基礎

化学基礎

情報リテラシー 統計学

生活健康学

スポーツの理論と実際

人権と法 経済と経営

教育原理 宗教学

現代医療史

現代社会と倫理

心理学 比較行動学

人間学 生命学

山梨の自然と文化･産業 富士山と環境

点字の理論と実際

手話の理論と実際

異文化比較論 地域連携の理論と実際

ボランティア活動の実際

世界と対話

健康科学論 リハビリテーション特別講義Ⅰ

リハビリテーション特別講義Ⅱ

人間関係論 コミュニケーション論

発達心理学

世界の福祉 共生学

英語Ⅰ-1 英語Ⅰ-2 英語Ⅱ-1 英語Ⅱ-2

英語　コミュニケーション 英語　リーディング・ライティング

英語　会話

基礎韓国語 はじめての韓国語会話

基礎中国語 はじめての中国語会話

解剖学Ⅰ

解剖学実習 解剖学Ⅱ 解剖学演習

生理学 生理学演習 生理学実習

運動学Ⅰ 運動学Ⅱ 運動学実習

人間発達学 薬学

病理学 公衆衛生学 微生物学・免疫学

栄養学

臨床医学総論

整形外科学

神経内科学

内科学 リハビリテーション医学

小児科学

精神医学

現代社会と福祉Ⅰ 社会保障論Ⅰ 就労支援サービス

社会理論と社会システム 障害者福祉 介護福祉

高齢者福祉

精神保健学Ⅰ 精神保健学Ⅱ

障害者心理学 神経心理学

社会心理学

臨床心理学 児童青年心理学

臨床人間学スタディーズ ジェンダースタディーズ

コミュニケーションスタディーズ 臨床社会学スタディーズ チーム医療演習

作業療法概論 基礎作業学 基礎作業学演習

作業療法演習Ⅰ－1 研究法概論

作業療法管理学

作業療法評価学 身体作業療法評価学演習 発達作業療法評価学演習

精神作業療法評価学演習 日常生活評価学演習

作業療法演習Ⅰ－2

身体障害作業療法治療学 身体障害作業療法治療学演習 義肢装具学

精神障害作業療法治療学 精神障害作業療法治療学演習 スポーツ医学

発達障害作業療法治療学演習 スポーツリハビリテーション学

老年期作業療法学

日常生活活動学演習 作業療法学特論

高次脳機能障害治療学

マニュアルセラピー

作業療法演習Ⅱ－1 作業療法演習Ⅱ－2

地域生活支援学 生活環境学演習

地域作業療法学

臨床実習Ⅰ 臨床実習Ⅱ 臨床実習Ⅳ

臨床実習Ⅲ

【

専

門

科

目

領

域

】

【

専

門

科

目

群

】

卒業研究

臨床実習Ⅴ

【

作

業

療

法

の

基

礎

】

【

作

業

療

法

管

理

学

】

【

作

業

療

法

評

価

学

】

【

作

業

療

法

治

療

学

】

【

臨

床

実

習

】

【

地

域

作

業

療

法

】

【

臨

床

人

間

学

系

】

【

専

門

基

礎

科

目

群

】

【

基

礎

医

学

系

】

【

臨

床

医

学

系

】

【

福

祉

学

系

】

表記記号

1年次 2年次 3年次

RH①

⑥　専門分野に限らず様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 RH⑥

4年次

【

総

合

基

礎

科

目

領

域

】

【

共

通

基

礎

科

目

群

】

【

人

間

基

礎

科

目

群

】

【

外

国

語

科

目

群

】

ポリシー ポリシー

①　リハビリテーション対象者とその家族に対し、それぞれの尊厳を高められるような倫理観・態度を身につけている。 

②　理学療法学と作業療法学を基本としたリハビリテーション科学についての専門的な知識・技術とそれを生かすための幅広い教養を身につけている。

③　一人ひとりの多様性を理解するとともに、日常生活の課題を解決するため、専門家として全人的な立場から支援す

④　チーム医療に必要となる、他職種の専門性についての知識やコミュニケーション能力を身につけている。 RH④

⑤　社会の変化や医療技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。 RH⑤

RH②

RH③

＋

HSU

①

③

④

⑥

RH

②

③

⑤

⑥

＋

HSU

①

②

④

⑤

⑥

RH

①

②

③

④

⑤

⑥
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健康科学大学健康科学部　履修系統図（カリキュラムツリー）

　科目区分説明：リハビリテーション学科作業療法学コース

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 

③　QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全人的な視点から支援することができる。

④　関連職種と協働しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

【基礎医学系】

【福祉学系】

【基礎作業療法学】

【作業療法評価学】

【地域作業療法学】

　基礎医学系では、医学の基礎を修得するための授業科目が設置されています。解剖学、生理学、運

動学、病理学など、理学療法・作業療法を学ぶ上での基盤となる医学知識を身につけるために、演習

や実習も取り入れ段階的学べるように科目を構成しています。同時に、福祉や心理の領域を学ぶ学生

が人体の構造と機能についてより深く学ぶことができるようになっています。

　臨床医学系では、理学療法・作業療法を修得する上での基本的素養となる病態・診断・治療についての科目が設置され

ています。また福祉・心理の領域を学ぶ学生に対しては福祉と医療または心理と医療の密接な関係を理解できるように、

臨床医学全般について広く学べるような授業科目を設置しています。作業療法や福祉・心理的支援を行う際には精神疾患

に関する知識も必要となるため、精神医学や精神疾患に係る科目も設置しています。

【臨床実習】

　介護保険をはじめとする諸制度との関わりや地域作業療法の評価・プログラムの立案・実践過程に

ついて学習する。また、他職種との連携やさまざまな保健医療福祉のサービス事業所での実践事例を

学ぶ。

　臨床実習を経験するまでに学んできた知識や専門・社会的スキルを基に、それぞれの学年で基本的態度の学習、作業療

法過程の見学、検査測定を含む評価の体験、治療技術の体験、管理・運営の体験を積む。

【作業療法管理学】

　作業・活動に焦点を当て、作業療法における運用の仕方を学習する。また、作業・活動がどのよう

に選択され、治療に使われるのか、その理論と実際を学ぶ。

　管理・運営業務を適切に遂行するために必要な基本的知識や態度を修得するとともに、その背景にある社会情勢も把握

する。

【作業療法治療学】

　作業療法の評価に関する知識および技法を理論・演習を通じて学習する。さらに、それらが各領域

での実践において、どのような意味を持つかについても学ぶ。また、ICFを用いた事例基盤型学習に基

づく肯定的・否定的側面の評価および関連付けを行い、治療に結びつけられる視点を養う。

　対象者の疾患や障害等に起因する生活障害に焦点を当て、各領域に応じた治療の概要や実践プロセスの学習、作業療法

の治療・指導・援助法を習得する。

【臨床人間学系】

　福祉学系では、社会福祉学を中心とし、現代社会の課題を理解する授業科目で構成されています。

具体的には少子高齢化が進む社会に対応するための社会保障の課題、高齢者や障害者などの生活弱者

の理解、さらにはメンタルヘルス問題に関する授業科目を設置しています。それにより、今日的課題

である地域共生社会の実現における医療専門職の位置づけや役割に関する幅広い知識を身につけるこ

とができます。

　医療・福祉領域における専門家は、高い専門的知識や技術力と同時に、人間を理解するための新たな知見（心理学、社

会学、生命学やジェンダー論など）を得ることが必須です。本学は臨床現場において自ら思考し自立した専門家を育てる

ために、臨床人間学系の科目を充実させています。

【専門科目群】

　医療・福祉・心理に関わる専門職者・職業人が必要とする高度な知識や技術・技能、さらに人間学に基づく臨床の知を身につけられる講義や実習を用意しています。また、それぞれの学科においては、国家試験受験資格取得に

関わる指定科目等が無理なく履修できるように、科目の学年配当や必修科目・選択科目の配置を工夫しています。

【臨床医学系】

HSU⑤

【総合基礎科目領域】

　人間や社会に関する科学的理解を深め、生命の尊厳と人権の尊重に根

ざした高い倫理観を養成し、社会人・職業人としての基礎力・自己研さ

んする力、他者と共働するためのコミュニケーション能力を培います。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・ HSU④・HSU⑤・ HSU

⑥≫

【共通基礎科目群】

　医療・福祉・心理の専門科目習得の基礎となる「人間についての基礎的理解」とその応用を可能にする「科学的思考力」「情報リテラシー」を修得するととも

に、近代社会が開示した基礎的学問（医療史、心理学、社会学、倫理学など）を学び、今日の医療・福祉の基礎となる「人間学」について学修します。

【人間基礎科目群】

　今日の「健康と福祉」の理念および人間関係の基礎を学習するとともに、多文化共生社会における医療・福祉・心理の人材としての認識と教養を養い、異文化

間コミュニケーションの能力を身につける本学独自の科目を用意しています。

【外国語科目群】

　医療・福祉・心理の人材として、グローバル化社会に対応できる語学力と実践的コミュニケーション能力を身につけます。

RH⑥

HSU⑥

RH③

RH④

表記記号

RH①

HSU③

【専門科目領域】

≪関連ディプロマポリシーHSU①・HSU③・ HSU④・HSU⑥・RH①・RH②・RH③・RH④・RH⑤・RH⑥≫

【専門基礎科目群】

　医療・保健・福祉・心理のみならず、その関連領域と連携できる高い教養と専門関連知識を身につけます。また、差別や偏見にとらわれない専門職者・職業人としての見識を養います。

RH②

RH⑤

【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】

ポリシー 表記記号

HSU①

HSU②

HSU④

⑥　専門分野に限らず様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。

①　リハビリテーション対象者並びにその家族に対し、それぞれの尊厳を高められるような関わりができる。

③　日常生活の大切さと、一人ひとりの多様性を理解し、専門家としての全人的に支援することができる。

【リハビリテーション学科ディプロマポリシー　表記記号】

ポリシー

②　理学療法学と作業療法学を基本としたリハビリテーション科学についての専門的な知識・技術力とそれを生かすための幅広い教養を身につけている。

④　チーム医療に必要となる、他職種の専門性についての知識やコミュニケーション能力を身につけている。

⑤　社会の変化や医療技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。
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健康科学⼤学健康科学部 履修系統図（カリキュラムツリー）：⼈間コミュニケーション学科
【健康科学⼤学ディプロマポリシー 表記記号】 【 ⼈間コミュニケーション学科ディプロマポリシー 表記記号】 【⽮印の種別】

表記記号 種別
① ⽣命に対する深い理解⼒、⼈権を尊重する⾼い倫理性、他者を思いやる豊かな⼈間性を⾝につけている。 HSU① 実線
② 専⾨的な知識・技術⼒とそれを活かすための幅広い教養を⾝につけている。 HSU② 点線
③ QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全⼈的な視点から⽀援することができる。 HSU③
④ 関連職種と協働しチームの⼀員として役割を果たすためのコミュニケーション能⼒を⾝につけている。 HSU④
⑤ 様々な課題に対応できる社会⼈としての基礎⼒を⾝につけている。 HSU⑤
⑥ 社会の変化や技術の進展に対応でき、⾃⼰研さんする⼒を⾝につけている。 HSU⑥

前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

基礎数学演習

物理基礎

化学基礎

情報リテラシー 統計学

⽣活健康学

スポーツの理論と実際

⼈権と法 教育原理

経済と経営

宗教学

現代医療史

現代社会と倫理

⼼理学と⼼理的⽀援(⼼理学概論) ⽐較⾏動学

⼈間学 ⽣命学

⼭梨の⾃然と⽂化･産業 富⼠⼭と環境

点字の理論と実際

⼿話の理論と実際

異⽂化⽐較論

地域連携の理論と実際

ボランティア活動の実際 世界と対話

健康科学論 リハビリテーション特別講義Ⅰ

リハビリテーション特別講義Ⅱ

⼈間関係論 コミュニケーション論

ホスピタリティコミュニケーション 発達⼼理学

共⽣学 世界の福祉

地域づくりとコミュニケーション

英語Ⅰ-1 英語Ⅰ-2 英語Ⅱ-1 英語Ⅱ-2

英語 コミュニケーション 英語 リーディング・ライティング

英語 会話

基礎韓国語 はじめての韓国語会話

基礎中国語 はじめての中国語会話

解剖学Ⅰ

解剖学実習 解剖学Ⅱ 解剖学演習

⽣理学 ⽣理学演習 ⽣理学実習

運動学Ⅰ 運動学Ⅱ 運動学実習

⼈間発達学 薬学

病理学 公衆衛⽣学 微⽣物学・免疫学

感染症対策の実際 栄養学

臨床医学総論

整形外科学 リハビリテーション医学

内科学

神経内科学

⼩児科学

精神医学と精神医療Ａ
(精神疾患とその治療１)

精神医学と精神医療Ｂ
(精神疾患とその治療２)

社会福祉の原理と政策ａ 社会学と社会システム 障害者福祉 社会保障ａ

⾼齢者福祉

現代の精神保健の課題と⽀援Ａ 現代の精神保健の課題と⽀援Ｂ

臨床⼼理学概論 社会・集団・家族⼼理学 障害者・障害児⼼理学 神経・⽣理⼼理学

児童⻘年⼼理学

臨床⼈間学スタディーズ コミュニケーションスタディーズ

ジェンダースタディーズ 臨床社会学スタディーズ

福祉⼼理学基盤演習Ⅰ 福祉サービスの組織と経営

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法(専⾨)ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法(専⾨)ｂ 保健医療と福祉

医学概論(⼈体の構造と機能及び疾病) ⾼齢者福祉 貧困に対する⽀援 刑事司法と福祉

⼼理学と⼼理的⽀援(⼼理学概論) 社会学と社会システム 児童・家庭福祉 地域福祉と包括的⽀援体制ｂ

社会福祉の原理と政策ａ 社会福祉の原理と政策ｂ

福祉⼼理学基盤演習Ⅱ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)ｂ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)ｃ

臨床⼼理学概論 発達⼼理学 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導ｂ

社会・集団・家族⼼理学

学習・⾔語⼼理学

地域福祉と包括的⽀援体制ａ 権利擁護を⽀える法制度

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専⾨職(専⾨) ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)Ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)Ｂ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)Ｃ

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専⾨職 現代の精神保健の課題と⽀援Ａ 現代の精神保健の課題と⽀援Ｂ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導Ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導Ｂ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導Ｃ

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法ｂ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法(専⾨)Ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と⽅法(専⾨)Ｂ 精神障害リハビリテーション論 精神保健福祉制度論

精神保健福祉の原理Ａ 精神保健福祉の原理Ｂ

福祉⼼理学基盤演習Ⅲ 公認⼼理師の職責 福祉⼼理学

社会福祉調査の基礎 関係⾏政論 司法・犯罪⼼理学

障害者福祉 産業・組織⼼理学 教育・学校⼼理学

福祉⼼理学基盤演習Ⅳ ⼼理的アセスメント ⼼理学的⽀援法

感情・⼈格⼼理学 神経・⽣理⼼理学 ⼼理学研究法

社会保障ａ 社会保障ｂ

福祉⼼理学専⾨演習Ⅰ 福祉⼼理学専⾨演習Ⅱ

ダーク＆ミスコミュニケーション

ラブ＆ジェンダーコミュニケーション

デザイン＆ライフコミュニケーション

アート＆デジタルコミュニケーション

知覚・認知⼼理学 障害者・障害児⼼理学 健康・医療⼼理学

⼼理学実験１ ⼼理学実験２

⼼理学統計法

コミュニケーション演習

社会福祉⼠受験指定科⽬となる選択科⽬ ⼼理演習１

精神保健福祉⼠受験指定科⽬となる選択科⽬ ⼼理実習２

公認⼼理師受験指定科⽬（学部要件）となる選択科⽬

⑥ コミュニケーション⼒を基盤とした確かな社会⼈基礎⼒を⾝につけている。 HC⑥

② ⼈と⼈とをつなぎ共に社会を作ることができる⼒量を⾝につけている。 HC②

ポリシー ポリシー 表記記号
① 豊かな⼈間観をもち、⼀⼈ひとりの尊厳を⾼められるような関わりができる。 HC①

③ 広い視野で多⾓的に物事をとらえ、多様性を尊重する姿勢を⾝につけている。 HC③

④ ⾃らの役割に責任感を持ち、⾃分らしさを磨き続ける姿勢を⾝につけている。 HC④

➄ 社会福祉学と⼼理学の基本的知識と技能を修得している。 HC➄

1年次 2年次 3年次

︻

総
合
基
礎
科
⽬
領
域
︼

︻

共
通
基
礎
科
⽬
群
︼

︻

⼈
間
基
礎
科
⽬
群
︼

︻

外
国
語
科
⽬
群
︼

︻

専
⾨
科
⽬
領
域
︼

︻

専
⾨
基
礎
科
⽬
群
︼

︻

基
礎
医
学
系
︼

︻

臨
床
医
学
系
︼
︻

福
祉
学
系
︼
︻

臨
床
⼈
間
学
系
︼

︻

専
⾨
科
⽬
群
︼

コミュニケーション・プロジェクトHC-5

コミュニケーション・プロジェクトHC-1

⼼理実習１

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習ａ ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習b

精神医学と精神医療Ａ
(精神疾患とその治療１)

精神医学と精神医療Ｂ
(精神疾患とその治療２)

コミュニケーション・プロジェクトHC-2

コミュニケーション・プロジェクトHC-3

コミュニケーション・プロジェクトHC-4

⼼理演習2

コミュニケーション・プロジェクトHC-6

福祉⼼理学専⾨演習Ⅲ 福祉⼼理学専⾨演習Ⅳ

卒業研究

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導ｃ

チーム医療演習

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
実習B

関連性
⼤きく関連するもの
⼀部関連するもの

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習(専⾨)ｄ

前期 後期
4年次

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
実習Ａ

＋

HSU

①
②
④
⑤
⑥

HSU

①
③
④
⑥

HC

①
②
③
④
➄
⑥

※ ⼼理実習１および⼼理実習２
は，履修時期と履修クラス設
定の違いであり，どちらか１
つを履修する。
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健康科学⼤学健康科学部 履修系統図（カリキュラムツリー）

 科⽬区分説明：⼈間コミュニケーション学科

① ⽣命に対する深い理解⼒、⼈権を尊重する⾼い倫理性、他者を思いやる豊かな⼈間性を⾝につけている。 

② 専⾨的な知識・技術⼒とそれを活かすための幅広い教養を⾝につけている。 

③ QOL(Quality of Life)の重要性と多様性を理解し、全⼈的な視点から⽀援することができる。

④ 関連職種と協働しチームの⼀員として役割を果たすためのコミュニケーション能⼒を⾝につけている。 

⑤ 様々な課題に対応できる社会⼈としての基礎⼒を⾝につけている。 

⑥ 社会の変化や技術の進展に対応でき、⾃⼰研さんする⼒を⾝につけている。

【⼈間コミュニケーション学科ディプロマポリシー 表記記号】

【基礎医学系】

【福祉学系】

ポリシー 表記記号

【健康科学⼤学ディプロマポリシー 表記記号】

ポリシー 表記記号

HSU①

HSU②

HSU③

HSU④

HSU⑤

HSU⑥

① 豊かな⼈間観をもち、⼀⼈ひとりの尊厳を⾼められるような関わりができる。 HC①

② ⼈と⼈とをつなぎ共に社会を作ることができる⼒量を⾝につけている。 HC②

③ 広い視野で多⾓的に物事をとらえ、多様性を尊重する姿勢を⾝につけている。 HC③

④ ⾃らの役割に責任感を持ち、⾃分らしさを磨き続ける姿勢を⾝につけている。 HC④

➄ 社会福祉学と⼼理学の基本的知識と技能を修得している。 HC➄

⑥ コミュニケーション⼒を基盤とした確かな社会⼈基礎⼒を⾝につけている。 HC⑥

 基礎医学系では、医学の基礎を修得するための授業科⽬が設置されています。解剖学、⽣理学、運動
学、病理学など、理学療法・作業療法を学ぶ上での基盤となる医学知識を⾝につけるために、演習や実
習も取り⼊れ段階的学べるように科⽬を構成しています。同時に、福祉や⼼理の領域を学ぶ学⽣が⼈体
の構造と機能についてより深く学ぶことができるようになっています。

 臨床医学系では、理学療法・作業療法を修得する上での基本的素養となる病態・診断・治療についての科⽬が設置され
ています。また福祉・⼼理の領域を学ぶ学⽣に対しては福祉と医療または⼼理と医療の密接な関係を理解できるように、
臨床医学全般について広く学べるような授業科⽬を設置しています。作業療法や福祉・⼼理的⽀援を⾏う際には精神疾患
に関する知識も必要となるため、精神医学や精神疾患に係る科⽬も設置しています。

【総合基礎科⽬領域】

 ⼈間や社会に関する科学的理解を深め、⽣命の尊厳と⼈権の尊重に根
ざした⾼い倫理観を養成し、社会⼈・職業⼈としての基礎⼒・⾃⼰研さ
んする⼒、他者と共働するためのコミュニケーション能⼒を培います。

≪関連ディプロマポリシー HSU①・HSU②・ HSU④・HSU⑤・ HSU
⑥≫

【共通基礎科⽬群】
 医療・福祉・⼼理の専⾨科⽬習得の基礎となる「⼈間についての基礎的理解」とその応⽤を可能にする「科学的思考⼒」「情報リテラシー」を修得するととも
に、近代社会が開⽰した基礎的学問（医療史、⼼理学、社会学、倫理学など）を学び、今⽇の医療・福祉の基礎となる「⼈間学」について学修します。

【⼈間基礎科⽬群】

 今⽇の「健康と福祉」の理念および⼈間関係の基礎を学習するとともに、多⽂化共⽣社会における医療・福祉・⼼理の⼈材としての認識と教養を養い、異⽂化間
コミュニケーションの能⼒を⾝につける本学独⾃の科⽬を⽤意しています。

【外国語科⽬群】
 医療・福祉・⼼理の⼈材として、グローバル化社会に対応できる語学⼒と実践的コミュニケーション能⼒を⾝につけます。

【専⾨科⽬領域】

≪関連ディプロマポリシーHSU①・HSU③・ HSU④・HSU⑥、HC①・HC②・HC③・HC④・HC➄・HC⑥≫

【専⾨基礎科⽬群】

 医療・保健・福祉・⼼理のみならず、その関連領域と連携できる⾼い教養と専⾨関連知識を⾝につけます。また、差別や偏⾒にとらわれない専⾨職者・職業⼈としての⾒識を養います。

【臨床医学系】

【臨床⼈間学系】

 福祉学系では、社会福祉学を中⼼とし、現代社会の課題を理解する授業科⽬で構成されています。具
体的には少⼦⾼齢化が進む社会に対応するための社会保障の課題、⾼齢者や障害者などの⽣活弱者の理
解、さらにはメンタルヘルス問題に関する授業科⽬を設置しています。それにより、今⽇的課題である
地域共⽣社会の実現における医療専⾨職の位置づけや役割に関する幅広い知識を⾝につけることができ
ます。

 医療・福祉領域における専⾨家は、⾼い専⾨的知識や技術⼒と同時に、⼈間を理解するための新たな知⾒（⼼理学、社
会学、⽣命学やジェンダー論など）を得ることが必須です。本学は臨床現場において⾃ら思考し⾃⽴した専⾨家を育てる
ために、臨床⼈間学系の科⽬を充実させています。

【専⾨科⽬群】

 医療・福祉・⼼理に関わる専⾨職者・職業⼈が必要とする⾼度な知識や技術・技能、さらに⼈間学に基づく臨床の知を⾝につけられる講義や実習を⽤意しています。また、それぞれの学科においては、国家試験受験資格取得に関
わる指定科⽬等が無理なく履修できるように、科⽬の学年配当や必修科⽬・選択科⽬の配置を⼯夫しています。
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健康科学大学看護学部看護学科　履修系統図（カリキュラムツリー）
【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】 【　看護学科ディプロマポリシー　表記記号】 【矢印の種別】

表記記号 表記記号 種別 関連性

HSU① NS① 実線 大きく関連するもの

HSU② NS② 点線 一部関連するもの

HSU③ NS③

HSU④ NS④

HSU⑤ NS⑤

HSU⑥

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

スタートアッププログラムⅠ スタートアッププログラムⅡ

情報リテラシー 統計学

情報処理

人権と法 公共政策論

生活健康学 健康運動の実際

生命倫理

数学・物理基礎

生物・化学基礎

現代医療史

比較行動学 心理学

社会規範論 現代組織論

人間関係論

国際関係論

環境資源論

地域社会学

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語コミュニケーション

はじめての韓国語会話

はじめての中国語会話

人体構造機能学Ⅰ 人体構造機能学Ⅱ

生化学

栄養学

薬理学 疾病治療論Ⅳ

病理学 疾病治療論Ⅴ

人間発達学 疾病治療論Ⅵ

疾病治療論Ⅰ

疾病治療論Ⅱ

疾病治療論Ⅲ

精神保健学

人間の健康と社会・心理的適応

公衆衛生学

疫学 保健統計学Ⅱ

保健統計学Ⅰ

社会保障論

保健医療福祉行政論Ⅱ 保健医療福祉行政論Ⅲ

保健医療福祉行政論Ⅰ

看護学概論 看護理論 看護倫理

看護援助方法論Ⅰ 看護援助方法論Ⅱ 看護援助方法論Ⅲ

ヘルスアセスメントⅠ 看護援助方法論Ⅳ ヘルスアセスメントⅡ

看護技術到達演習

看護援助方法論Ⅴ 基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護援助論Ⅰ

成人看護学概論 成人看護援助論Ⅲ

成人看護援助論Ⅱ

成人・老年看護学実習Ⅰ（周術期看護）

老年看護学概論 老年看護援助論 老年看護学実習（高齢者生活支援） 成人・老年看護学実習Ⅱ（慢性期看護）

成人・老年看護学実習Ⅲ（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護

成人・老年看護援助論Ⅰ 成人・老年看護援助論Ⅱ

成人・老年看護援助論Ⅲ

小児看護学概論 小児看護援助論Ⅰ 小児看護援助論Ⅱ 小児看護学実習

母性看護学概論 母性看護援助論Ⅰ 母性看護援助論Ⅱ 母性看護学実習

精神看護学概論 精神看護援助論Ⅰ 精神看護援助論Ⅱ 精神看護学実習

地域看護学概論

地域看護援助論Ⅱ 地域看護学実習

地域看護援助論Ⅰ

看護体験演習

保育指導論 災害看護論 チーム医療演習

家族看護論 看護マネージメント論 看護教育論

感染看護論 緩和ケア論

医療安全論

看護総合実習Ⅰ（看護実践習熟）

看護総合実習Ⅱ（地域支援）

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ

公衆衛生看護支援論Ⅰ

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ

公衆衛生看護支援論Ⅱ

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護学実習Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ

看護研究概論 看護研究方法論

2年次

③　さまざまな状況にある人々の健康課題に対し、多様なアプローチを効果的に用いる専門的能力を身につけている。

④　社会における看護の役割を理解し、人々の健康と幸福の実現に向けて、関係者と協力することができる協調性を身につけている。

⑤　専門職業人として、生涯学び続ける主体性を身につけている。

②　専門職業人として、確かな技術とコミュニケーション能力を持ち、地域の人々や保健、医療、福祉などの関係職種と協働して問題解決をはかろうとする能力を身につけている。

3年次

総

合

基

礎

科

目

領

域

共通基礎科目群

外国語科目群

1年次

専

門

科

目

領

域

専

門

基

礎

科

目

群

健康科学論

ボランティア活動の実際
人間基礎科目群

看護研究

人間の構造や機能と疾病の成

り立ち

健康支援と社会保障

看護研究実践

ポリシー

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 

④　関連職種と連携しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 

③　QOL（Quality of Life）の重要性と多様性を理解し、専門家として全人的な視点から支援することができる。

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 

ポリシー

①　自然や社会に対する豊かな知識と人間に対する深い理解を持ち、人の尊厳を守ることのできる高い倫理性を身につけている。

専

門

科

目

群

看護の基本

看護の展開

看護の統合と発展

公衆衛生看護学

4年次

※ 黄色枠は特に保健師課程に関連します。

HSU

①

②

④

⑤

⑥

NS

①

②

④

⑤

HSU

①

②

③

④

⑥

NS

①

②

③

④

⑤

※ 黄色枠は特に保健師課程に関連します。
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健康科学大学健康科学部　履修系統図（カリキュラムツリー）

①　生命に対する深い理解力、人権を尊重する高い倫理性、他者を思いやる豊かな人間性を身につけている。 

②　専門的な知識・技術力とそれを活かすための幅広い教養を身につけている。 

③　QOL（Quality of Life）の重要性と多様性を理解し、全人的な視点から支援することができる。

④　関連職種と協働しチームの一員として役割を果たすためのコミュニケーション能力を身につけている。 

⑤　様々な課題に対応できる社会人としての基礎力を身につけている。 

⑥　社会の変化や技術の進展に対応でき、自己研さんする力を身につけている。

①　自然や社会に対する豊かな知識と人間に対する深い理解を持ち、人の尊厳を守ることのできる高い倫理性を身につけている。

②　専門職業人として、確かな技術とコミュニケーション能力を持ち、地域の人々や保健、医療、福祉などの関係職種と協働して問題解決をはかろうとする能力を身につけている。

③　さまざまな状況にある人々の健康課題に対し、多様なアプローチを効果的に用いる専門的能力を身につけている。

④　社会における看護の役割を理解し、人々の健康と幸福の実現に向けて、関係者と協力することができる協調性を身につけている。

⑤　専門職業人として、生涯学び続ける主体性を身につけている。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・HSU③・HSU④・HSU⑥・NS①・NS②・NS③・NS④・NS⑤≫

【専門基礎科目群】

【専門科目群】

ポリシー 表記記号

　科目区分説明：看護学科

【健康科学大学ディプロマポリシー　表記記号】

ポリシー 表記記号

HSU①

HSU②

HSU③

HSU④

HSU⑤

HSU⑥

【看護学科ディプロマポリシー　表記記号】

NS①

NS②

NS③

NS④

NS⑤

【専門科目領域】

【人間の構造や機能と疾病の成り立ち】

　対象者の心身の状況を理解し、その人が抱える健康課題をアセスメントできる能力を身に付けるための基礎的な知識として「人体の構造と機能」、

「人間の発達」、「心理的社会的刺激に対する心身の適応反応と健康との関係」について学ぶ。また、対象者の健康の増進・保持、健康の回復過程、

安らかな死に対しての援助を学ぶための基礎的な知識として「疾病の原因・特徴・治療法」、「感染症と人間の防御機能」、「薬物と生体反応の仕組

み」について学ぶ。

【健康支援と社会保障】

　自然・社会環境が与える健康への影響を評価し、生活の質向上への看護実践ができる能力を身に付けるための基盤となる知識・技術として「組織による社会的努

力を通じた疾病予防・健康保持増進」、「健康を損ねる原因と動向」、「集団における健康状態の数量的把握・分析」について学ぶ。また、これに関連する授業科

目、健康や障害の状態に応じて社会資源を評価し、活用できる能力を身に付けるための基礎的な知識・技術として「社会福祉や社会保障の概念・法体系・サービ

ス・政策」に関連する授業科目、並びに看護を実践するうえでの法的根拠を理解し、専門職としての規律や倫理観を養うための授業科目を配置している。

【総合基礎科目領域】

　人間や社会に関する科学的理解を深め、生命の尊厳と人権の尊重に根

ざした高い倫理観を養成し、社会人・職業人としての基礎力・自己研さ

んする力、他者と共働するためのコミュニケーション能力を培う。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・HSU③・HSU④・HSU

⑤・HSU⑥・NS①・NS②・NS⑤≫

【共通基礎科目群】

　医療・福祉・心理の専門科目習得の基礎となる「人間についての基礎的理解」とその応用を可能にする「科学的思考力」「情報リテラシー」を修得

するとともに、近代社会が開示した基礎的学問（医療史、心理学、社会学、倫理学など）を学び、今日の医療・福祉・心理の基礎となる「人間学」に

ついて学修する。

【人間基礎科目群】

　今日の「健康と福祉」の理念および人間関係の基礎を学修するとともに、多文化共生社会における医療・福祉・心理の人材としての認識と教養を養

い、異文化間コミュニケーションの能力を身につける本学独自の科目を学修する。

【外国語科目群】

　医療・福祉・心理の人材として、グローバル化社会に対応できる語学力と実践的コミュニケーション能力を身に付ける。

【看護研究】

　大学で学んだ知識や技術を統合・応用する能力、また、看護専門職者としての資質と意欲の向上を図る自己研鑽能力を身に付ける。

【公衆衛生看護学】

　公衆衛生を実現するために行政や学校、職域などで実施する看護活動に関する基礎的な知識・技術として「公衆衛生看護の概念」、「地域で生活する個人・家族

の看護援助の特徴並びに方法」、「公衆衛生看護活動に関する理論」、「公衆衛生看護のアセスメント」、「健康・生活の質向上のための資源提供の調整・管

理」、「健康危機管理体制の整備」について学ぶ。

【看護の基本】

　看護実践の基盤となる「看護の目的論・対象論・方法論」、「看護理論」、「看護援助の方法」、「ヘルスアセスメント」、「看護理論に基づく看護過程の展

開」、「保健指導」、「人の尊厳・権利擁護・生命倫理」に関する知識及び技術を身に付ける。

　看護学の知識と技術を修得するための基盤となる健康・健

康障害・環境についての知識を身に付ける。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・HSU③・

HSU⑥・NS①・NS②・NS③・NS④≫

　様々な対象者に対し看護を実践できる基礎的能力を身に付

けた看護専門職者育成のため、看護理論に基づいた看護過程

の展開能力、人々の健康と生活の質を高めるための基礎的な

看護実践能力、多職種と連携し問題解決できる基礎的能力、

看護専門職者としての資質と意欲の向上を図る自己研鑽能

力、地域における医療・保健・福祉の向上に対する意欲を養

う。

≪関連ディプロマポリシー　HSU①・HSU②・HSU③・

HSU④・HSU⑥・NS①・NS②・NS③・NS④・NS⑤≫

【看護の展開】

　地域看護学、成人看護学、老年看護学、成人・老年看護学、小児看護学、母性看護学、精神看護学の各看護学領域における看護の対象者の発達の特性と健康の特

性、健康障害の特徴、医療・社会福祉制度、健康レベルに応じた看護実践の基盤となる理論などの専門的な知識と技術、また、それを応用した看護過程の展開につ

いて学ぶ。

【看護の統合と発展】

　1年次から3年次までに学修した知識と理論、態度と技術を総括し、看護実践能力の向上と卒業後のキャリア形成を図る。
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数理‧データサイエンス‧AI教育について

2024年5⽉8⽇

全学

近年ICTの発展により社会は⼤きな価値観の変化に直⾯しています。例えば医療の分野におい
てはevidence based medicine（EBM：根拠に基づく医療）が求められ、患者情報の数値化、
その解析を⾏うスキルが求められます。さらに遠隔診療等ICTを利⽤した新しい形式の医療が
誕⽣しています。このように医療界では情報を適切に扱い、ICTを適切に利⽤できるスキルが
求められます。しかし、これは社会全体からみれば⼀例に過ぎず、現代社会ではすべての社会
⼈が情報を適切に扱うスキルが求められています。健康科学⼤学では、このような⾼度情報社
会に適応できる⼈材を輩出することを⽬的とし、数理・データサイエンス・AI教育を⾏いま
す。

 

Ⅰ プログラムの名称

   健康科学⼤学数理・データサイエンス・AI教育
 ‒ Society5.0を⽣き抜く⼈材養成教育プログラム ‒

 

Ⅱ 当該教育プログラムで⾝に付けることができる能⼒

1.  現代社会で数理・データサイエンス・AIがどのように活⽤されているか、およびそれら
が私達の⽣活にどのようにかかわってくるか、などに関する基礎的知識

大学案内 学部‧学科案内 入学案内 進路‧就職 キャンパスライフ
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2. 情報収集の⽅法、情報の真偽の吟味、情報の数値化、数値化した情報の処理・活⽤⽅法
などの情報を活⽤する基礎的能⼒

3. 上述の、数理・データサイエンス・AI能⼒を活⽤し、現実的な課題を具体的に解決する
ための基礎的能⼒

プログラムを修了することにより以上の能⼒を⾝に付けることができます。

 

Ⅲ 修了要件

2023年度

健康科学部 情報リテラシー（担当教員 升）
統計学（担当教員 升）

看護学部 情報リテラシー（担当教員 升）
統計学（担当教員 升）

健康科学部・看護学部ともに情報リテラシーと統計学合わせて３単位を修得すること。

2024年度

健康科学部 情報リテラシー（担当教員 升）
統計学（担当教員 升）

看護学部 情報リテラシー（担当教員 升）
統計学（担当教員 升）

健康科学部・看護学部ともに情報リテラシーと統計学合わせて３単位を修得すること。

 

Ⅳ 開設される授業科⽬

2023年度

健康科学部 情報リテラシー（1単位）
統計学（2単位）

看護学部 情報リテラシー（1単位）
統計学（2単位）

2024年度
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健康科学部 情報リテラシー（1単位）
統計学（2単位）

看護学部 情報リテラシー（1単位）
統計学（2単位）

 

Ⅴ 授業の⽅法および内容

2023年度

健康科学部 情報リテラシー PDF （遠隔授業）
統計学 PDF （遠隔授業）

看護学部 情報リテラシー PDF （遠隔授業）
統計学 PDF （遠隔授業）

2024年度

健康科学部 情報リテラシー PDF （遠隔授業）
統計学 PDF （遠隔授業）

看護学部 情報リテラシー PDF （遠隔授業）
統計学 PDF （遠隔授業）

 

Ⅵ 実施体制

実施組織 健康科学⼤学教学マネジメント会議 数理・データサイエンス・AI教育推進分科会

実施責任者 ⼭本泰宏 副学⻑

実施組織構成員  ⼭本泰宏 副学⻑、⾼村浩司 健康科学部⻑、望⽉宗⼀郎 看護学部⻑、升 佑
⼆郎 教授

 

アンケート結果について

 2022年度と2023年度の⽐較（アンケート結果） PDF
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教学マネジメント会議 数理・データサイエンス・AI教育推進分科会内規 

 

2022 年 7月 6日 

 数理・データサイエンス・AI教育推進分科会会長制定 

 

（設置） 

第 1条 教学マネジメント会議内に数理・データサイエンス・AI教育推進分

科会（以下分科会いう。）を設置する。 

（目的） 

第 2条 分科会は本学の数理・データサイエンス・AI教育の推進するために

必要な事項の方針の策定、検証、評価、各部署との調整等について審議する

ことを目的とする。 

（構成） 

第 3条 分科会は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１）副学長（分科会長） 

（２）健康科学部長 

（３）看護学部長 

（４）統計学担当教員 

（会議） 

第 4条 分科会長は、会議を主宰し、その議長を務める。 

２ 分科会長に事故あるとき、または事情により出席できないときはあらかじ

め分科会長が指名するものがその職務を代行する。 

３ 分科会長が必要と認めたときは、構成員以外の本学教職員の出席を求める

ことができる。 

４ 会議はその構成員の 2分の１以上の出席をもって成立する。 

（会議の運営） 

第 5条 会議の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数の場

合は、議長の決するところによる。 

（審議結果の報告） 

第 6条 分科会長は、会議の審議結果を教学マネジメント会議または大学運営

会議に報告するものとする。 

２ 学部長は、分科会の審議結果を当該学部の教授会に報告するものとする。

（庶務） 

第 7条 この会議の庶務は、大学事務室教務部教務課において処理する。 
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（委任） 

第 8条 この内規に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、分科

会長が別に定める。 

２ 内規の以外の定めを行った場合、分科会長は教学マネジメント会議または

大学運営会議に報告するものとする。 

（内規の改廃） 

第 9条 この内規の改廃は、分科会の議を経て学長が行う。 

 

附 則 

この内規は 2022年 7月 6日から施行する。 

附 則 

この内規は 2024年 4月 1日から施行する。 
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健康科学大学教学マネジメント会議規程 

 

2019 年 9月 25日 

学 長 制 定 

（設置） 

第 1条 健康科学大学（以下「本学」という。）に教学マネジメント会議（以下

「会議」という。）を置く。 

（目的） 

第 2 条 会議は、本学の教育課程の編成等教学に係る全学的に重要な事項の方

針の策定、検証、評価等について審議することを目的とする。 

（構成） 

第 3条 会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

（1）学長 

（2）副学長 

（3）学部長 

（4）その他、学長が必要と認めた者 

（審議事項） 

第 4条 会議は、次の事項について審議する。 

（1）教学に係る重要事項 

（2）教育課程に係る事項 

（3）授業計画に係る事項 

（4）教学に関し学長から諮問された事項 

（5）その他、学長が必要と認めた事項 

（会議） 

第 5条 学長は、会議を主宰し、その議長を務める。 

2 学長に事故あるとき、または事情により出席できないときは、副学長若しく

はあらかじめ学長が指名するものがその職務を代行する。 

3 学長が必要と認めたときは、構成員以外の本学教職員の出席を求めることが

できる。 

4 学長は、必要に応じ、学校法人健康科学大学教学本部に属する教職員の出席

を要請することができる。 

5 会議は、必要に応じ、会議の構成員の中から学長が指名する者で構成する分

科会を設け、特定事項について審議させることができる。この場合において、

当該分科会は、審議が終了した時点で解散するものとする。 

6 分科会はその活動方針について内規を策定し、教学マネジメント会議の承認

を得るものとする。 
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7 特に学長が必要と認めた場合には教学マネジメント会議構成員以外の本学

教職員を分科会構成員とすることができる。 

（会議の運営） 

第 6条 会議は、その構成員の 3分の 2以上の出席をもって成立する。 

2 会議の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる 

（審議結果の報告） 

第 7 条 学長は、会議の審議結果を自ら又は指名する構成員をもって学校法人

健康科学大学教学本部に報告するものとする。 

2 学部長は、会議の審議結果を当該学部の教授会に報告するものとする。 

（庶務） 

第 8条 会議の庶務は、大学事務室教務部教務課において処理する。 

（委任） 

第 9 条 この規程に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、学長

が別に定める。 

（規程の改廃） 

第 10条 この規程の改廃は、会議の議を経て学長が行う。 

 

  附  則 

 この規程は、2019年 9月 25日から施行する。 

 

  附  則 

 この規程は、2020 年 4 月 22 日から施行し、2020 年 4 月 1 日から適用する。 

  

附  則 

 この規程は、2022年 7月 6日から施行し、2022年 4月 1日から適用する。 

 

附  則 

 この規程は、2024年 4月 1日から適用する。 
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取組概要

大学等名 健康科学大学

教育プログラム名 健康科学大学数理・データサイエンス・AI教育
 – Society5.0を生き抜く人材養成教育プログラム –

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和6年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

1.プログラムの目的
近年ICTの発展により社会は大きな価値観の変化に直面しています。例えば医療の分野においてはevidence based medicine

（EBM：根拠に基づく医療）が求められ、患者情報の数値化、その解析を行うスキルが求められます。さらに遠隔診療等IC
Tを利用した新しい形式の医療が誕生しています。このように医療界では情報を適切に扱い、ICTを適切に利用できるスキル
が求められます。しかし、これは社会全体からみれば一例に過ぎず、現代社会ではすべての社会人が情報を適切に扱うス
キルが求められています。健康科学大学では、このような高度情報社会に適応できる人材を輩出することを目的とし、数
理・データサイエンス・AI教育を行います。
２．身に付けられる能力
現代社会で数理・データサイエンス・AIがどのように活用されているか、およびそれらが私達の生活にどのようにかか

わってくるか、などに関する基礎的知識
情報収集の方法、情報の真偽の吟味、情報の数値化、数値化した情報の処理・活用方法などの情報を活用する基礎的能力
上述の、数理・データサイエンス・AI能力を活用し、現実的な課題を具体的に解決するための基礎的能力
プログラムを修了することにより以上の能力を身に付けることができます。
３．開講されている科目の構成
健康科学部 情報リテラシー（1単位）、統計学（2単位）
看護学部 情報リテラシー（1単位）、統計学（2単位）

４．修了要件
健康科学部・看護学部ともに情報リテラシーと統計学合わせて３単位を修得すること。

５．実施体制
実施組織 健康科学大学教学マネジメント会議 数理・データサイエンス・AI教育推進分科会
実施責任者 山本泰宏 副学長
実施組織構成員 山本泰宏 副学長、高村浩司 健康科学部長、望月宗一郎 看護学部長、升 佑二郎 教授
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